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パナソニックのデバイス製品
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パナソニック㈱デバイス社のソフト搭載製品

・車載スピーカー
アクティブ消音
アクティブ創音
歩行者用警告音

・センサー

・車載カメラ

・リモコン

・貨幣デバイス

車載

・スマートエントリー

・複合スイッチパネル

・バックアップ電源

・チューナー

・電源

ソフトウェア搭載製品
ほとんどのソフトは

 小規模車載は特に
品質要求が高い

・入力デバイス

グローバルに
顧客対応



SPI Japan 2012 4

車載部品への機能安全要求

故障

システマティック故障

ランダムハードウェア故障

開発の工程の作業成果に原因がある故障

開発プロセス定義、作業者のスキル強化、組織間の連携強化

構成部品の劣化による時間的に無秩序の発生する故障

機能の冗長化、多重化、構成部品の故障検出

ソフトウェアやハードウェア（回路）設計

ハードウェア部品

車載部品への機能安全の要求（ISO26262)

故障のリスクを下げる

安全関連の開発プロセスを規定(SYS,HW,SW)

とは

その上、顧客要求は、
短納期化、複雑化
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ISO26262の構成

3-8 機能安全
コンセプト

7．生産と市場運用

7-5 生産

7-6 市場運用、サービス
（保守と修理）、及び廃棄

３．コンセプト段階

3-5 アイテムの定義

3-6 安全ライフサイクルの初期化

3-7 危険分析と
リスクアセスメント

４．製品開発：

 

システムレベル

4-5 システムレベルでの
製品開発の開始

1. 用語集

２．機能安全のマネジメント

2-5 安全マネジメントの概要 2-6 アイテム開発期間での安全マネジメント

4-6 技術安全要件
仕様明確化

2-7 生産へのリリース後の安全マネジメント

4-7 システム設計 4-8 アイテム統合と検証

4-9 安全妥当性検証

4-10 機能安全アセスメント

4-11 生産開始

５．製品開発
ハードウエアレベル

６．製品開発
ソフトウエアレベル

5-5 ハードウエアレベルでの
製品開発の開始

5-6 ハードウエア安全要件の
仕様

6-5 ソフトウエアレベルでの
製品開発の開始

6-6 ソフトウエア安全要件の
仕様

6-11 ソフトウエア安全要件
の検証

5-7 ハードウエア設計

5-8 ハードウエア
アーキテクチャ評価指標

5-9 偶発的ハードウェア故障に起
因する安全目標の侵害の評価

5-10 ハードウエア統合と検証

6-7 ソフトウエアアーキテク
チャ
6-8 ソフトウエアユニット設計
と
6-9 ソフトウェア単体テスト

6-10 ソフトウエア統合と検証

8-12 ソフトウエア部品の適格性
8-13 ハードウエア部品の適格性
8-14 使用実績の論拠

8-5 分散開発でのインターフェース
8-6 安全要件の仕様と管理
8-7 構成管理
8-8  変更管理

9-6 要素の共存のための基準 9-8 安全分析

10．ISO26262に関するガイドライン（参考情報）

8．支援プロセス

9．ASIL（自動車安全度整合レベル）指向および安全指向の分析
9-5 ASILテーラリングに関する要件の分解 9-7 従属故障の分析

8-9 検証

8-10 文書化
8-11 ソフトエアツールの適格性
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ISO26262で要求される確証方策

確証方策
Confirmation measures

確認対象
デバイス社での

 実現方法

確証レビュー
Confirmation review

ハザード分析、リスクアセス
 メント、安全計画、安全解析、

 安全ケース、等

第三者による

技術レビュー

機能安全監査
Functional safety audit

・機能安全プロセスの実施 SQA監査

機能安全

アセスメント
Functional safety 

assessment

・安全計画に計画された
 成果物

・機能安全プロセスの実施

・安全方策の適切性,効率性

審査

ISO26262
 

Part2
 

表１
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“機能安全”監査で実施すること

「機能安全プロセス機能安全プロセスの実施」の確認

…システム開発プロセス監査

対象プロセス

…システム、ハード、ソフト


 

プロセスに定義された、機能安全の
 要求事項の実施を確認する
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ところで…監査には何が必要？

監査の前に
①目的を満たせるプロセスがある…規程、基準、ガイドライン、etc
②プロジェクトがプロセスを知っている…トレーニング
③プロジェクトがプロセスを使っている…組織のコミットメント、レビュー

（エビデンスが有る）

監査の仕組み
④監査チェックリスト…チェック項目、判断基準
⑤監査員のスキル、工数…スキル要件定義、トレーニング体系・実施

監査組織のコミットメント
⑥監査員の権限…しくみ、マネジメントのコミットメント

監査時に
⑦対象プロジェクトの監査対象プロセス、成果物が分かる

更に
・ノウハウの蓄積
・第三者レビュー、監査、審査の連携

①②

③

④

⑤

⑥

審査

⑦
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★機能安全
★短納期化
★複雑化

システム製品開発プロセス
システム製品開発管理規程、
関連実施基準、
ガイドライン、
テンプレート、
チェックリスト

対応

プロセスの構成

IN OUT

・機能安全要求実施
・ＳＹＳ/ＨＷ/ＳＷ整合強化

・ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ強化
の仕組み

①

ＩＤ社技術講座2012
②

トレーニング新設

プロセス認証
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レビューと監査の関係

監査

移行判定

第三者ﾚﾋﾞｭｰ

監査

移行判定

第三者ﾚﾋﾞｭｰ

計画フェーズ

設
計
開
発
フ
ェ
ー
ズ

構想設計
サブフェーズ

システム設計
サブフェーズ

監査

移行判定

第三者ﾚﾋﾞｭｰ

計画策定／ﾚﾋﾞｭｰ

要件分析／ﾚﾋﾞｭｰ

ｼｽﾃﾑｱｰｷﾃｸﾁｬ設計／ﾚﾋﾞｭｰ

→

開発の各プロセスは
プロジェクト内の

技術レビューで完了

プロセス遵守の
監査

→

③第三者による
技術レビュー

：
・確認
（チェックリスト使用）
・指導
（スキルアップ）監査の前に、第三者レビューを実施し、

成果物の技術的確認が完了している
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ポップアップ

監査チェックリスト（機能安全含む）

チェック項目

観点

機能安全の観点

具体的な
確認事項：

記載例…
「○○設計書の

△△章に
◇◇が

記載されている」

監査チェックリスト

機能安全の詳細観点

④

成果物のテンプレート
（どこに何が記載されるか）
が決まっているので、
確認が容易

何に関する機能安全要

 求があるかと、参照す

 るガイドラインを記載

第三者レビューで確認

 されているが、監査で

 も抜き取り確認する
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SQAのスキルマネジメント

民生プロジェクトの
ＳＱＡの要件

車載プロジェクトのＳＱＡの要件
監査活動監査員の要件

⑤
ＳＱＡのスキル要件：このレベルがないと監査できない
トレーニング体系：スキルレベルを得るのに必要な研修

…ここに、機能安全を追加

ただし、監査の仕組み：
・第三者レビュー結果の参照、
・詳細チェックリスト

により、監査の難易度と監査員の

 必要スキルを下げている

HW関連も整備中
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監査とマネジメントレビュー

監査

移行判定

第三者ﾚﾋﾞｭｰ設
計
開
発
フ
ェ
ー
ズ

構想設計
サブフェーズ

システム設計
サブフェーズ

監査

移行判定

第三者ﾚﾋﾞｭｰ

要件分析／ﾚﾋﾞｭｰ

ｼｽﾃﾑｱｰｷﾃｸﾁｬ設計／ﾚﾋﾞｭｰ

ハード要件、ソフト要件を含んだ

 
システムアーキ設計

／技術レビュー

プロセス遵守の
監査

→

第三者による
技術レビューと
規格遵守確認

：
移行判定：

マネジメントレビュー
⑥・第三者レビュー結果

・プロセス監査結果

を、移行判定会議（マネジメントレビュー）の入力とする

マネジメント層へのエスカレーション
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監査対象プロセス・成果物
監査チェックリスト

⑦

プロジェクトの計画に合わせ

 て監査対象プロセスを選択

プロジェクト計画書の
スケジュール表

フェーズとステージ

実施するプロセス

構成管理計画

作成・変更した成果物
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審査のタイミング審査のタイミング

監査

移行判定会議

第三者ﾚﾋﾞｭｰ

設
計
開
発
フ
ェ
ー
ズ

構想設計
サブフェーズ

システム設計
サブフェーズ 監査

移行判定会議

第三者ﾚﾋﾞｭｰ

監査

第三者ﾚﾋﾞｭｰ

監査

移行判定会議

第三者ﾚﾋﾞｭｰ

設計・構築・テスト
サブフェーズ

移行判定会議

設計品質審査

量産準備フェーズ

要件分析／ﾚﾋﾞｭｰ

ｼｽﾃﾑｱｰｷﾃｸﾁｬ設計／ﾚﾋﾞｭｰ

ソフト&ハード設計・構築／ﾚﾋﾞｭｰ

システム統合・テスト／ﾚﾋﾞｭｰ

→

設計完了の
審査

量産試作へ

→計画フェーズ
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機能安全審査で実施すること

「安全計画に計画された成果物」の確認

第三者レビュー結果と、レビュー方法の適切さを確認

26262規格要求の遵守

「機能安全プロセスの実施」の確認

機能安全監査の結果と、監査方法の適切さを確認

「安全方策の適切さと有効性」の確認

妥当性確認を実施 機能安全監査
と連携

第三者レビュー
と連携

機能安全の

 視点を強化

機能安全審査員の
トレーニングコース整備中
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まとめ

• 従来のソフトウェアの監査の仕組みを拡張し、シス
 テム、ハード、ソフトの開発プロセス遵守を保証する
 監査の仕組みを構築。

– この仕組みにより、機能安全監査を実施可能にした。

• 機能安全審査の仕組みを構築。

• 今後の取り組み
・機能安全監査のノウハウ蓄積

・機能安全審査のノウハウ蓄積

・監査、審査、第三者レビューの、連携の更なる強化



ご清聴ありがとうございました
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